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序

東北大学構内には、仙台城跡二の丸地区をはじめとして、多くの埋蔵文化財包蔵地が知ら

れている。

本書は、平成17年度に東北大学構内で実施した、施設整備に伴う埋蔵文化財調査や、それ

に関わる整理作業、研究活動などの事業概要をとりまとめたものである。当年度に実施した

埋蔵文化財調査は、立会調査10件であった。各種施設の改修工事が増加しているため、立会

調査の実施箇所が増加したのが、当年度の特徴であった。これらの調査の結果、遺跡に影響

が及び、本格的な発掘調査が必要となる事業は、幸いなことに無かった。そのため、本書で

の調査報告は、短いものとなっている。

東北大学の川内地区に広がる江戸時代の遺跡は、ごくわずかな範囲からでも、時として大

量の遺物が出土することもある。そのため、小規模な掘削工事があったとしても、慎重な対

応が必要となる。埋蔵文化財調査室では、これまでに蓄積されたデータをもとに、遺跡へ影

響を与えないように努力してきた。当年度の調査箇所では、結果的に遺構・遺物の発見には

至らなかったが、その調査データを公表して、知見を積み重ねていくことは、遺跡の正確な

把握のために重要な作業である。そのような意味で、本書で報告されるデータが活用されて

いくことを望むものです。

調査に至る調整段階から、調査の実施、さらに報告書の刊行に至るまで、施設部を始め、

大学内外の関係者および関係機関には、多 くの御協力を賜った。ここに厚 くおネL申 し上げる。

東北大学埋蔵文化財調査室

室長 阿 子 島  香



口例

1.本年報は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが2005年 度に行った遺跡調査、な

らびに研究成果をまとめたものである。

2.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査室が行った。

3.本年報の編集は、阿子島香の指導のもとに、藤沢教が担当した。

4.本文は、藤沢教が執筆した。

英文要旨については、藤沢教が作成し、阿子島香が校訂した。

5.調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査室で保管・管理している。

1.方位は真北に統一してある。

2.図 1と 図 2は、それぞれ国土地理院作成の、 2万 5千分の 1地形図「仙台西北部」と「仙台西南部」、 1万
分の 1地形図「青葉山」を使用した。

3.川内地区の仙台城跡二の九地区、および二の九北方の武奈屋敷地区にあたる地域の地形測量図は、仙台市数

育委員会の作成による「仙台城跡地形図」 (縮尺500分の 1)を使用した。

4.国土座標値を用いる場合には、日本測地系と世界測地系の別を、それぞれ記入した。

5.引用・参考文献は、巻末にまとめた。また本文中で、『東北大学埋蔵文化財調査年報』を引用する場合は、

年報 1と いう形で略記した。
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2005年度 (平成17年度)事業の概要

1.|よ じめ に

東北大学には、仙台市内の各キャンパスに加えて、多 くの研究施設がある。これらの各地区構内には、多 くの

埋蔵文化財が存在 している (図 1)。 特に川内地区は、ほぼ全域が近世の仙台城跡二の九地区と武家屋敷跡にあ

たっている (図 2)。 東北大学構内での施設整備等に伴う埋蔵文化財調査については、1983年度に東北大学埋蔵

文化財調査委員会が組織されて以降、その実務機関である埋蔵文化財調査室が、調査の任にあたってきた。1994

年度には、埋蔵文化財調査委員会を改組し、学内共同利用施設としての埋蔵文化財調査研究センターが設置され、

調査委員会の事業を引き継いだ。2006年度からは、大学法人化に伴う組織 。定員見直しの結果、特定業務組織の

埋蔵文化財調査室へと改組されて現在に至っている。

本年報は、2005年度のセンターの調査および研究教育活動など、各種事業についてまとめたものである。

2,運 営専 門委 員会 。調 査 部会

東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、センターの運営に関する重要事項を審議する運営専門委員会と、

運営専門委員会の下に埋蔵文化財調査に関する専門的事項を審議する調査部会が設置されており、委員会・部会

の審議をもとに運営が進められている。通常は、運営専門委員会は年度当初に一回開催し、そこで年間の事業予

定 。予算等などの基本的事項を審議している。調査に関わる具体的かつ専門的な事項は、必要に応 じて調査部会

を開催して審議することとしている。

2005年 度 (平成17年度)は、運営専門委員会は2回開催した。 6月 に開催した運営専門委員会は、例年開催し

ている年度当初の委員会である。 3月 に開催した運営専門委員会は、翌2006年度当初からの、特定業務組織とし

ての埋蔵文化財調査室への改組を控え、必要となる規定の改正について審議したものである。当年度は本格的な

発掘調査がなかったことから、調査部会は開催していない。運営専門委員会の開催月日と議事内容は、以下の通

りである。

埋蔵文化財調査研究センター運営専門委員会

6月 13日   審議事項 (1)規定の改正について

(2)平成17年度埋蔵文化財調査計画について

(3)平成17年度センター運営費について

(4)平成17年度の整理作業計画について

(5)運営専門委員会委員について

(6)総合学術博物館との統合について

(7)平成17年度非常勤講師の委嘱について

(8)そ の他

報告事項 (1)平成16年度埋蔵文化財調査結果について

(2)平成16年度センター運営経費決算について

(3)平成16年度の整理作業について

(4)そ の他

3月 27日  審議事項 (1)規定の一部改正について

(2)そ の他
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図 1 東北大学と周辺の遺跡
Fig.l  Archaeological sites and Tohoku University



公 宏 ピハ
図2 仙台城と二の丸の位置

Fig 2  Distribution of Sendai Castle



3.埋 蔵 文 化 財 調 査 の概 要

2005年度は、川内地区において、立会調査10件 を実施した (表 1)。 この内、川内北地区での立会調査が 3件、

川内南地区での立会調査が 7件である。立会調査は、仙台市教育委員会と合同で実施している。当年度は、青葉

山地区での調査は実施していないので、図 5に これまでの調査地点を示しておくに留める。

(1)川 内北地区の調査

川内北地区では、立会調査 3件 を実施した (図 3)。

・川内保育所排水管工事に伴う調査 (2005-2)

川内北地区に保育所を新築するのに関連した工事に伴う調査である。保育所本体は木造平屋建で、建設工事

に伴う立会調査は、2004年度に実施した (2004‐ 5)。 今回の工事は、保育所から延びる排水管を、既設排水管

に接続するためのものである。ポンプによる圧送によって排水するため、配管は浅 く布設することとなった。

既存管への接続部分のみが深 くなるが、掘削範囲が狭いことと、既存管により既に掘削されている可能性が高

いため、立会調査とした。近代以降の盛上部分の掘削に止まり、遺構 。遺物は発見されなかった。

・川内保育所遊具新設工事に伴う調査 (2005-4)

上記と同じ、川内北地区に新設された保育所関連の工事に伴う調査である。園庭に遊具を設置するための工

事で、掘削範囲が狭 く、本体工事の際より深 くならないため、立会調査とした。近代以降の盛上部分の掘削に

止まり、遺構・遺物は発見されなかった。

・アメフト・ラグビー兼用ゴール設置に伴う調査 (2005-10)

川内北地区の東端には、グランドがある。グランドの西端は段丘崖となっており、グランドは西側よリー段

低いところに位置している。この区域においては、これまでの立会調査では、江戸時代の遺構面が残されてい

る部分は確認できておらず、周知の遺跡の範囲外となっている。今回の工事は、アメフト・ラグビー兼用ゴー

ルを設置するためのもので、掘削範囲は狭い。周知の遺跡の範囲外であるため、学内での措置として、立会調

査を行った。新しい時期の盛土や埋め戻し土の掘削に止まり、遺構・遺物は発見されなかった。

(2)川 内南地区の調査

川内南地区は、仙台城跡の二の丸地区に相当する。仙台城跡は全体では約103haに 及ぶが、本丸と二の九の一

部を除く約66haが、2003年 (平成15年)8月 に国の史跡に指定された。残 りの約37haについては、中・長期的

な視点から、将来的に国史跡を目指すこととされている。この史跡に指定された区域については、史跡管理団体

表 1 2005年 度調査概要表
Tab.l  Excavations on the campus in the ascal year 2005

調査の種類 地  区 調 査 地 点 (略号) 原    因 調査期間 面 積 時 期

立会調査

川内南 経済学研究椋南側 (2005‐ 1) 外灯増設等工事 5/18・ 23

川内北 留学生センター西側 (2005-2) 川内保育所排水管工事 5/20

川内南 文・教 。法学研究棟北側 (2005-3) 雨水配管改修工事

川内耳ヒ 川内保育所内 (2005-4) 保育所遊具新設工事

川内南 付属図書館南側 (2005‐ 5) 屋外ガス管改修工事 9/28

川内南 記念講堂西側 (2005‐ 6) 記念碑説明板設置

川内南 旧半導体研究所周辺 (2005‐ 7) 旧半導体研究所改修機械設備その他工事

川内南 文科系厚生施設南側 (2005‐ 8) 文科系厚生施設改修工事 1/24

川内南 北西端受水槽北側 (郷05‐ 9) 川内団地除鉄装置改修工事

川内北 グランド (200510) アメフト・ラグビー兼用ゴール設置 3/16



である仙台市によって、2004年 (平成16年)3月 に『仙台城跡整備基本構想』が策定され、2005年 (平成17年 )

3月 には『仙台城跡整備基本計画』が策定され公表された。

策定された F仙台城跡整備基本計画』によると、東北大学の川内南地区は、「第四種保存地区」とされている。

これについては、「史跡指定地外ではあるが、将来的に指定を目指す範囲となる未指定地を第四種保存地区とす

る。第四種保存地区については、埋蔵文化財の発掘調査を前提にし、その調査結果によっては、計画されている

開発行為の計画変更や工法の変更等を事業者と調整し、遺構に与える影響が最小限になるよう協力を求める。」

とされている (『基本計画』14頁 )。 東北大学での現実的な対処方法としては、地下の遺構に影響を与えない工法

を工夫して、工事を実施することが必要となる。以下の立会調査を実施した工事も、基本的に地下の遺構に影響

を与えない形で実施するように、工法などを検討するよう施設部をはじめとする関係部局に要請し、行っている

ものである。

2005年 度は、川内南地区では、立会調査 7件を実施した (図 4)。

・外灯増設等工事に伴う調査 (2005-1)

経済学部研究棟南側の駐車場周辺に、外灯を増設する工事に伴う調査である。外灯の増設及び、ケーブルの

埋設工事であり、掘削範囲が狭いため立会調査とした。北側の外灯増設場所2ヶ所において、江戸時代に遡る

可能性のある地層や、江戸時代の施設の一部となる可能性のある大きな石が露出した。予定通りの掘削深さに

するには、これらを破壊することとなるため、計画を変更する必要が生じた。施設部で検討した結果、基礎掘

削の範囲を広げ、基礎の平面形状を大きくすることで対処することとし、それ以上深く掘削しないようにした。

これら以外の場所では、遺構・遺物は発見されなかった。

・雨水配管改修工事に伴う調査 (2005‐ 3)

文・教・法学部研究棟北側の道路の北側に沿って東西に延びる雨水側溝と、それに接続する雨水配管の改修

工事である。掘削を伴う工事は、配管埋設、側溝設置、配管集水桝設置、側溝接続桝設置であった。既存の側溝・

配管を改修する工事であったため、新たな掘削は可能な限り生じないように計画を検討するよう施設部に要請

した結果、大部分は、既存施設の設置時に掘削された範囲内に納めることが可能となった。そのため、立会調

査で舟処することとした。掘削は大学によって既に掘削された範囲に止まり、遺構 。遺物の発見はなかった。

・屋外ガス管改修工事に伴う調査 (2005-5)

附属図書館本館の南側に坦設されていた既存ガス管が老朽化し、ガス漏れをおこしたことによるガス管改修

工事である。既存管の上に、新しいガス管を埋設することとなった。工事による掘削は、既に掘削された範囲

に止まるため、立会調査とした。遺構・遺物の発見はなかった。

・記念碑説明板設置に伴う調査 (2005-6)

川内南地区を南北に走る道路沿いには桜並木があるが、この桜並木は中川善之助法学部教授の定年退官を記

念した法学部有志によって1960年代に植えられた。その由来によって「中善並木」と呼ばれている。この中善

並木を記した記念碑が桜並木の北端近くに置かれているが、それを解説する説明板設置に伴う調査である。極

めて小規模な掘削のため、立会調査で対処することとした。遺構・遺物は発見されていない。

・旧半導体研究所改修機械設備その他工事に伴う調査 (2005-7)

川内南地区の北西側には、半導体研究所があり、財団法人半導体研究振興会が土地建物を所有していた。同

財団の事業の見直しによって、この研究所での事業は廃止されることとなり、建物が東北大学に寄付された。

東北大学では、教育・学生支援部入試課および入試センターなどがこの建物を利用することとなった。そのた

めの改装などの工事で、建物の外偵Iでの掘削は、排水管埋設、パスカード通過システム装置設置、屋外案内板

設置、道路反射鏡設置の4件であった。このうち道路反射鏡は、道路の北狽上に設置されたため、設置位置は川

内北地区となるが、一連の工事のため便宜的にこちらに含めている。旧半導体研究所付近では、もとの地形が
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大きく改変されている可能性が高いこと、いずれの工事おいても掘削範囲が狭いことから、立会調査とした。

建物東側では既に削平を受け、表土除去後すぐに地山が露出したところもあったが、いずれにおいても遺構・

遺物は発見されなかった。

・文科系厚生施設改修工事に伴う調査 (2005-8)

文科系厚生施設の改修工事で、工事のほとんどは内装に関わるものであったが、屋外で掘削を伴う工事が lヶ

所だけ行われた。本体建物から、南側の既設屋外キュービクルに接続している電気ケーブルの改修である。既

に埋設されている既存電気ケーブルの上に、新たな電気ケーブルを埋設することとなった。既に掘削された部

分の掘削に止まるため立会調査とした。遺構 。遺物は発見されなかった。

・川内団地除鉄装置改修工事に伴う調査 (2005-9)

川内南地区の西端の、青葉山地区への道路を登ったところには、川内地区や青葉山地区に給水するための、

受水槽、送水ポンプ室などの施設が置かれている。その中に、井戸水の鉄分を除去する除鉄装置があるが、そ

の改修工事に伴い、電気ケーブルを埋設する工事である。これまでの立会調査によって、この区域では、もと

の地形が大きく改変されている可能性が高いこと、掘削範囲も狭 く浅いことから、立会調査で対処することと

した。調査の結果、掘削は新 しい時期の盛土や埋め戻 し上の範囲に止まり、遺構・遺物は発見されなかった。

4.遺物整理作業

2005年 度は、F東北大学埋蔵文化財調査年報19第 1分冊』と『東北大学埋蔵文化財調査年報20』 の2冊を刊行

した。

F東北大学埋蔵文化財調査年報19第 1分冊』は、2001年度 (平成13年度)に実施した調査の成果をとりまとめ

たものである。掲載した調査報告は、以下のとおりである。

2001年 度 (平成13年度)調査分

芦ノロ遺跡第 5次調査 (理学研究科附属原子核理学研究施設GeV/線実験棟新営に伴う調査)

仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (マ ルチメデイア総合研究棟新営に伴う調査)検出遺構

2001年 度実施の調査では、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点の出土遺物が膨大なため、年報19は 5分

冊に分けて、順次刊行することとした。そのため武家屋敷地区第 7地点については、第 1分冊では検出遺構まで

を掲載し、出土遺物については、第2分冊以降に掲載することとした。芦ノロ遺跡第 5次調査については、検出

遺構 。出土遺物を含めて、調査報告全体を掲載した。

『東北大学埋蔵文化財調査年報20』 は、2002年度 (平成14年度)に実施した調査の成果をとりまとめたもので

ある。掲載した調査報告は、以下のとおりである。

2002年度 (平成14年度)調査分

仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 8地点 (川 内北地区厚生会館前上屋取設工事に伴う調査)

青葉山E遺跡第 7次調査 (理学研究科総合研究棟 (Ⅲ期)新営計画に伴う調査)

青葉山E遺跡第 8次調査 (工学研究科共通駐車場整備に伴う調査)

青葉山E遺跡第 7次調査については、2001年度と2002年 度の 2ケ年にわたって調査を実施している。2002年度

調査分を報告した年報20に、 2ケ年分の調査成果を、あわせて掲載した。

整理作業としては、上記報告書に掲載した調査を中心に、次の5件の作業を併行して行った。

・仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK7)

2001年 度に調査を行った、マルチメディア総合研究棟新営に伴う調査の整理作業である。江戸時代の各時期

の、多種多様な遺物が大量に出土しており、2002年 度より整理作業を継続して行っている。当年度は、遺構図

面の整理・ トレース、各種遺物の実測作業や トレースなどの作業を行った。検出遺構に関しては、年報19第 1



分冊にとりまとめて掲載した。

・富沢芦ノロ遺跡第 5次調査 (TM5)
2001年 度に調査を行った、理学研究科附属原子核理学研究施設GeV 7線実験棟新営に伴う調査の整理作業

である。検出遺構、出土遺物の量がさほど多 くないため、2005年度の単年度で整理作業を実施することとした。

遺構図面の整理・ トレース、出土遺物の実測図作成・ トレース・写真撮影などの作業を行った。その成果につ

いては、年報19第 1分冊にとりまとめて掲載した。

。青葉山E遺跡第 7次調査 (AOE7)
2001年度と2002年度の2ケ年にわたって調査を実施した、理学研究科総合研究棟 (Ⅲ期)新営計画に伴う調

査の整理作業である。2003年 度より整理作業を継続して実施している。縄文時代早期 。中期 。晩期の上器・石

器が多数出土している。当年度は、遺構図面の整理・ トレース、遺物の実測図作成・ トレース・写真撮影など

の作業を実施した。その成果については、年報20に とりまとめて掲載した。

・仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 8地点 (BK8)
2002年 度に調査を実施した、川内北地区厚生会館前上屋取設工事に伴う調査の整理作業である。検出遺構、

出土遺物の量がさほど多くないため、2005年 度の単年度で整理作業を実施することとした。遺構図面の整理・

トレース、出土遺物の実測図作成・ トレース・写真撮影などの作業を行った。その成果については、年報20に

とりまとめて掲載した。

・青葉山E遺跡第8次調査 (AOE8)
2002年 度に調査を実施した、工学研究科共通駐車場整備に伴う調査の整理作業である。検出遺構はなく、出

土遺物もわずかであったため、2005年 度の単年度で整理作業を実施することとした。出土遺物の実測図作成 。

トレース・写真撮影などの作業を行った。その成果については、年報20に とりまとめて掲載した。

5.保 存 処 理 事 業

東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、仙台城跡の出土遺物を中心に、木製品・漆塗製品 。金属製品など、

保存処理を必要とする遺物を多数保管している。この内、木製品と金属製品については、当センターで保存処理

を進めている。木製品については、1997年 度以降、糖アルコール法によって処理している (年報16)。

木製品については、2004年 度までに、2000年度調査分まで保存処理が終了していた。そのため2005年 度からは、

2001年 度に調査を実施した、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK7)の出土木製品の処理を開始し

た。武家屋敷地区第 7地点から出土した木製品は、木簡を含め膨大な数量にのぼるため、 4～ 5ケ 年間が必要と

なる見込みである。2005年 度は、箸や下駄などを中心に処理を行った。金属製品では、2000年度に調査を実施し

た仙台城跡二の九第17地点出上の鋼製品の処理を行った。

6.資 料保 管状 況

東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、ほとんどの遺物は容量30.3リ ットルのコンテナ (ポ リプロピレン

製・サンボックス#32)に 収納している。このコンテナに入らない大型のものについては、さらに大きなコンテ

ナや、適宜木箱を作成して収納している。全体の遺物総量を把握するために、容器の大小にかかわらず、箱の数

で数量を管理している。ただし、木製品や金属製品など保存処理を行う必要のあるものは、別に保管しているた

め、これには含まれていない。当センターの前身である東北大学埋蔵文化財調査委員会が発足 した1983年度から

の、遺物総量の推移を箱数で比較したのが、図6である。

保管遺物を収納した箱数の推移については、これまでも年報で報告してきたところであるが、箱数に誤 りがあ

ることが判明した。台帳記載の箱数を集計する際の単純なミスであり、本年報で報告する箱数が、訂正後の箱数
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図6 収蔵遺物量の推移
Fig.6 Graph showing trttsidon of alnount of artifact in storage(shOWed by number of case)

表 2 年度ごとの収蔵遺物箱数の推移
Tab.2  Transidon of number of cases counted every iscal year to store artifact

2004 2005

年度

年  度 未整理箱数 整理済箱数 合計箱数 備 考

1983

1984 4 104 年報 1(1988年度調査分)刊行

1985 108 年報 2(1984年 度調査分)刊行

1986 245 108 353

1987 108

1988 920 108 1,028

1989 221 1,032 年報3(1985年 度調査分)干け行

1990 1,218 1439

1,086 401 1,487 年報 4・ 5(1986・ 87年度調査分)千U行

1992 463 lp28 1,491 年報 6(1988年 度調査分)刊行

1993 1032 年報7(1989年 度調査分)刊行

1994 742 1,032 ,774

1995 861 1,032 ,893

1996 と,439 908 年報 8(1990年 度調査分)刊行

1997 435 1,491 ,926 年報9・ 10(1991・ 92年度調査分)刊行

1998 1,774 2,010 年報11,12(1993。 94年度調査分)刊行

1999 2p10 年報13(1995年度調査分)刊行

2000 926 2.677 年報14・ 15。 16(1996・ 97・ 98年度調査分)刊行

2001 ,926 3,142 年報17(1999年度調査分)刊行

L234 ,926 3,160

2003 2,370 2,861 二の丸第17地点整理後詰め直し等で箱数減少

2CX14 2,370 年報18(2Cll10年 度調査分)刊行

2005 472 2,384 2,856 年報1併l・ 20(2001・ 02年度調査分)刊行



である。そのため、年度ごとの箱数の推移を、あらためて表 2に示しておいた。

2005年度末時点で、当センターで保管している遺物総量は2,856箱 である。今年度は、遺物が出土した調査が

なかったため、新たに増加したものはない。整理作業が終了し、整理作業後の詰め直しによって、前年度と比べ

ると5箱の減少となっている。

整理終了分として新たにカウントしたものは、次のとおりである。2001年度に調査を実施した芦ノロ遺跡第 5

次調査 (TM5)は、整理前が 1箱であったものが、接合などで遺物が大きくなったため、整理後には2箱 となり、

1箱増加した。2001年度と2002年度の 2ケ年で調査を実施した青葉山E遺跡第 7次調査 (AOE7)は 、整理前

には16箱であったが、整理作業後の詰め直しによって 9箱 となり、 7箱減少した。2002年度に調査を実施した仙

台城跡二の九北方武家屋敷地区第 8地点 (BK8)は、整理前が 1箱であったが、整理後は2箱 となった。同じ

く2002年度調査実施の青葉山E遺跡第 8次調査 (AOE8)は、整理前が 1箱で、整理後も変化なく1箱である。

以上を合計すると、整理前には19箱であったものが、整理作業後には14箱 と、 5箱の減少となった。2001年度に

調査を実施した、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK7)の整理作業は継続中のため、この調査分

では整理終了分として新たにカウントしたものはない。そのため、全体の箱数2,856箱 の内、2,384箱が整理・報

告済みで、未整理は472箱 となる。整理・報告済みのものの比率は83.5%である。

7.研 究活 動

(1)受託研究・共同研究等

2005年 度は、下記の受託研究 1件を実施した。

受託者 :岩手県山田町長 沼崎喜― (担当 :教育委員会社会教育課文化係)

研究課題 :房の沢古墳群出土品保存処理についての研究

研究目的 :山田町房の沢古墳群から出土した鉄製品 (鉄刀 4点 )を恒久的に保存するため、有効な保存処理

方法 (脱塩辺理および樹脂含浸による強化と修復)の研究を行う。

研究経費 :2,080,000円

岩手県山田町の房の沢古墳群は、 8世紀を中心に築造された末期古墳で、豊富な鉄製品が出土 している。

1996・ 1997年度に発掘調査され、出土鉄製品は、1997年度に気存処理が施されていた。しかし、脱塩処理が不充

分であったため、その後の経過観察によって進行性の腐食生成物が確認され、再処理が必要な状態となっていた。

これらの鉄製品には、木質・繊維・漆など有機質が多数付着して遺存しており、通常の方法では再処理が困難で

あった。そのため、東北芸術工科大学の松井敏也講師 (2004年から筑波大学大学院講師)。 手代木美穂氏と協力

しつつ、同古墳群出土鉄製品の内の 5点の鉄刀について、再処理方法を検討し再処理を実践することを、東北大

学埋蔵文化財調査研究センターが受託研究として担当することとなった。この受託研究は2003年度と2004年 度の

2ヶ年にわたって実施し、松井氏らによって開発された純水を利用した脱塩方法 (松井敏也ほか2005)を採用す

ることで、再処理を行うことができた。

房の沢古墳群からは、様々な種類の鉄製品が多数出上している。 2ケ年で再処理を実施したのは鉄刀 5点のみ

であり、全体から見ればごく一部である。そのため山田町教育委員会では、国庫補助金を得て、残る房の沢古墳

群出土鉄製品の再え理を、 5ヶ 年で実施する計画を立てた。この再処理の実施を、当センターが山田町からの受

託研究として行うこととなった。本年度は新たな5ヶ年計画の初年度として、鉄刀 4点を対象資料とし、以下の

手順で再処理を行った。

①事前調査

。処理に先立って、資料の状態を調査し、必要な記録を作成する。



②クリーニング

・前回処理の際に除去が不十分なまま残された錆、および新たに生成した錆を、ミニグラインダーやエアプラシ

等を用いて除去する。

③脱脂処理

・前回処理で含浸されている樹脂を除去するため、有機溶剤 (ア セトン)で洗浄する。

①脱塩処理

・純水を用いて、資料中に残存している塩類を除去する。

・脱塩処理は、純水に資料を一定期間浸漬し静置したあと水を替える方法と、純水を滴下し同時に排水する流水

法の2段階で行う。

・純水は、カートリッジ式のイオン交換樹脂による純水製造装置から供給する。

・脱塩状況の確認のため、定期的に導電率を計測し、評価しつつ進める。

③脱水処理

・樹脂含浸に先立って、資料の水分を除去するよう、充分な乾燥を行う。

③樹脂含浸

・資料全体を強化するため、アクリル系樹脂を含浸する。その際、微刑な空隙内まで樹脂が行き渡るように、減

圧状態で合浸を行う。

①接合・修復・補色

。本体から分離した破片などを接合する。

・錆で大きく損なわれた部分など、強化が必要な部分は、エポキシ系樹脂を充填して修復する。・エポキン系樹

脂を充填した部分は、違和感がないような形で補色する。

③報告書作成

。①～②の作業過程、及び結果をとりまとめた報告書を作成する。

(2)学会発表等

センターの業務にかかわる、学会での研究発表等としては、次の発表を行った。

・日本文化財科学会第22回大会ポスターセッション 2005年 7月 9・ 10日  お :北海道大学

「岩手県山田町房の沢古墳群の保存処理済み鉄製遺物の再処理」

発表者 :藤沢教・千葉直美・柴田恵子・松井敏也 。手代木美穂・川向聖子

上記の、岩手県山田町から依頼されて2003～ 2004年 度に実施した受託研究の成果を、取りまとめて発表した。

(3)資料調査等

センター業務に関わる資料調査等としては、以下の2件で、それぞれ担当する調査研究員が出張した。

2005年 7月 9～ 10日  日本文化財科学会第22回大会

於 :北海道大学 藤沢教 。柴田恵子

上記研究発表に関わる出張である。

(4)科学研究費採択状況

2005年 度における、当センター調査研究員の科学研究費等の採択は、次のとおりである。

藤沢 教 科学研究費補助金 基盤研究 (C)(2)(代表・継続)

「小規模墳の消長に基づく古墳時代政治 。社会構造の研究」



8.教 育 普 及 活 動

(1)非常勤講師

2005年 度に、当センターの調査研究員で、非常勤講師を担当したものは次のとおりである。

藤沢 教 宮城教育大学 考古学講義 (後期)

藤沢 教 岩手大学   日本史特論HA(前期集中講義)

(1)保管資料の貸出

当センター保管の資料の貸出依頼等としては、次のとおりであった。

・貸出先 :東北大学創立百周年記念事業・東北大学附属図書館平成17年度企画展

「スローフー ドのルーッをたどる」

貸出資料 :仙台城跡二の九第 5地点出土「塩引」関係木簡 3点

貸出期間 :2005年 11月 16日 ～11月 30日

・貸出先 :仙台市教育委員会 仙台城本丸跡ガイダンス施設「仙台城見聞館」展示パネルヘの写真使用

貸出資料 :仙台城跡二の九第 2地点発掘現場 。第 9地点16号土坑出土遺物集合写真 計 2点

・貸出先 :仙台市博物館 『仙台市史 特別編 7 城館』への写真掲載

貸出資料 :仙台城跡二の九地区調査状況・出土遺物写真 計10点

・貸出先 :東北大学出版会 『東北―その歴史と文化を探る (人文社会科学講演シリーズ I)』 への写真掲載

貸出資料 :青葉山A遺跡出土石器写真、青葉山E遺跡竪穴住居跡調査状況・出土遺物写真 計 4点

(3)外部からの派遣依頼等

当センターの業務に関わって、あるいは調査研究員の専門領域に関わる事項で、外部から派遣等の依頼があっ

たのは、次のとおりであった。

担当者 :藤沢敦

2005年 5月 28日   仙台市地底の森ミュージアム友の会

春の史跡めぐリー長町周辺の古墳めぐリー講師

2005年 9月 10・ 11日 『阿光坊古墳群シンポジウム』発表「列島における「末期古墳」」

主催 :下田町教育委員会 於 :イ オン下田ショッピングセンター

2005年 9月 25日   仙台市市民文化事業国 公開講座講師 朴 :エル・パーク仙台 「装飾古墳の世界」

2005年 10月 9日   仙台市市民文化事業団 装飾古墳見学ツアー講師

2006年 3月 13日    平成17年度第 1回大安場古墳整備指導委員会

(4)広報活動

2005年 度は、特に広報活動は行わなかった。
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